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 １．１ 従来の認識 
 まず，商店街の衰退の原因を追究すると，経営環境の変化といった外的な要因，近代化の不足
といった内的な要因が挙げられる（図表１）． 
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像（客観的価値） 物質的満足（合目的価値）  
観（主観的価値） 精神的満足（情緒的価値） 
良好なアクセス条件， 来やすい 道路 
人情が溢れる町，癒しの空間， 快楽や親切感など情緒の形成 
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        出所：筆者作成 
図表３ 個店による地域資源の具現化 
 


































































































































































































  近隣型商店街：最寄品中心で日用品などを徒歩又は自転車などにより日常性の買物をする商店街． 
  地域型商店街：最寄品店及び買回り品が混在し，近隣型商店街よりやや広い範囲から，徒歩，自転車，
バス等で來街する商店街． 
  広域型商店街：百貨店，量販店などを含む大型店があり，最寄品より買回り品が多い商店街． 
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        出所：桜山商店街の資料に基づき，筆者作成 
図表７ 桜山商店街活性化事業 
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